
　金属に工業用硬質クロムめっきを施すとさまざまな機能が
付与され、金型や工具などの性能が向上し、寿命を大きく伸ば
すことができる。大森クローム工業は、その「工業用硬質クロム
めっき」を手がける企業だ。同社がめっきした金型・工具はさま
ざまな業界で使われており、まさに日本のものづくりを支える
存在だといえる。
　同社の強みの1つは、30トン級のクレーンや3万リットル級の
めっき槽といった施設を備えていること。そのため、大型製品へ
のめっきにも対応が可能だ。そしてもう1つが、手がけられる工
程・分野の広さ。めっき処理はもちろん、研磨などの前処理や高
精度な治具の製作などもすべて社内でカバーしていると代表
取締役社長の宮川容子氏は語る。
　「工業用硬質クロムめっきを手がける企業の中で、当社のよ
うに幅広い分野を手がけるところは少数派。ですから、さまざま
な処理方法の中からお客さまのニーズに最適なやり方を提案
できるのです。また大手顧客の先端ニーズに対応するため、東
北工場（岩手県北上市）に研究部門を置くなど、新技術の開発

にも取り組んでいます」（宮川氏）
　同社は技術力の高さを生かし、アルミやカーボンといった難
素材へのめっきも手がける。一方、近年需要が高まっている、リ
ユース・リサイクル品への再めっき・部分めっきも得意としてい
る。

　大田区・大森にある東京本社は、住宅街のど真ん中。工業団
地内にある東北工場や埼玉工場（埼玉県本庄市）に比べると、
環境や騒音などで気を遣う部分は大きい。
　「環境を守るための努力は決して怠りません。工場内の排水
は、さまざまな処理を行い、循環・再利用しています」（宮川氏）
　環境コストの割合は、決して小さくない。それでも都内で工
場を維持するのは、顧客に寄り添おうとする思いがあるからだ。
　「当社は1951年の創業以来、京浜工業地帯を中心とするお
客さまの要望に応えてきました。今でも、東京周辺にある企業
のつながりは強いですね。都心に工場があれば、そうしたお客
さまと直接お目にかかって細かいご要望を伺えますし、急ぎの
発注にもお応えしやすいのです。

技術力と大物加工が評価の原動力

「めっきのように顧客密着」がポリシー
社員一丸で経営参加できる仕組みを模索中

にとって何より大切です。そのためには、社員に『おもしろそうな
会社だ』『ここなら、やりがいが得られる』と感じてもらえる仕組
みを整えなければならないでしょう。そこで当社では、仕事を上
から押しつけるのではなく、社員が納得して自ら積極的に取り
組める職場づくりをしています。たとえば、若手職人に展示会
へ参加する機会を提供することで、自分たちが手がけている製
品にどんなニーズがあるのか身を持って感じてもらったり、
ホームページやダイレクトメールの企画を立てさせたりしてい
ますね。そうして『製造現場』や『営業』などの枠組みを取り払
い、皆が一丸となって主体的に経営に参加できるような職場を
つくること。それが、今の私の目標なのです」（宮川氏）

顧客に寄り添ってものづくりを支える

取材後記

キラリ TOKYO
ー輝く企業の現場からー

技術項目の見える化で、指導も社員の到達度と
次のステップも一目瞭然だ

若手社員に多彩な経験を積ませることで、
能力とやる気を高める工夫をしている

バスタブをつくる金型にめっき処理を施したところ。
技術力の高さは、顧客からの評価も高い

仕事に必要な100項目のスキルを明示し、各社員の習熟度に応じて
指導・育成。自力で考え、自ら行動できる人材を育てるため、さまざま
な工夫を凝らしている

「100年企業」を目指す
日本のものづくりを支えるた
め、これからもお客さまのお役
に立ちたいですね。現在、創業
68年目ですが、100年企業を
目指してがんばります。

［会社概要］
代　表：代表取締役社長　宮川　容子 氏
業　種：工業用硬質クロムめっき業
資本金：3000万円
従業員：77名（2018年7月現在）
所在地：東京都大田区大森西1-1-3
T E L：03-3761-3101　FA X：03-3761-3040
URL：http://www.ohmori - cr.co.jp/

大森クローム工業株式会社第143回

日本のものづくりを支える工業用硬質クロムめっきの技術を、
若手人材の育成を図りながら次世代につなげる取り組みを
行っています。公社の人材育成に関する支援の他、助成金や商
談会等の事業を幅広く活用いただいております。いつも笑顔の
宮川社長を中心に若手が活躍する同社がますます発展するこ
とを願っています。　　　　　　　　（城南支社　稲葉隆二）

　めっきは、単独では存在できません。金属などの表面にくっ
つくことで、初めて人の役に立ちます。当社も同じ。お客さまの
近くで仕事をし続けることによって、大きな付加価値や安心感
を提供できているのだと思います」（宮川氏）

　宮川氏が今、最も重視している課題は「人材育成」だ。
　「世の中が大きく移り変わる中、お客さまのニーズも急激に
変わりつつあります。そうした変化に対応できるのは、柔軟な発
想力を持つ若手。当社では従業員の平均年齢が37歳くらいと、
かなり若いのですが、彼らに存分に力を発揮させる環境を整え
ようと力を入れています」（宮川氏）
　その一環が、「巨匠への道」と名付けられたスキル評価シー
トだ。求められるスキルを100項目に分類し、社員一人ひとりの
習熟度を、自己評価と複数の上司による評価を通じて可視化。
その上で、各自が今後伸ばすべきスキルを明らかにしたり、「職
人」「匠」「巨匠」という社内資格を認定したりすることで、社員
のやる気を引き出している。
　「優秀な人材を採用し活躍し続けてもらうことは、中小企業
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